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＊全国学力学習状況調査し全国学力テストについて 
４年ぶりに全員参加で実施された。学力テストは序列化

を生んだ過去の経験から自治体の公表を禁じていたが、文

部科学省も公表方法の再考を始め、市町村が学校別に成績

を公表する動きが出ている。 
本町においても広報ひの１１月号で公表された。良い方

向であると歓迎したい。 
 

①小学校国語 A 国語 B 算数 A 算数 B の平均点は何点であ

ったのか。 
 
②鳥取県平均点とは、どうだったのか。 
 
③この結果の要因は何であったか。 
 
④今後の学習指導への課題は何か。 
 
⑤中学校国語 A 国語 B 数学 A 数学 B の平均点は何点であ

ったのか。 
 
⑥鳥取県平均点とは、どうだったのか。 
 
⑦学校の取り組み結果や、今後の取り組む課題は何か。 
 
⑧学校、教育委員会、家庭との連携の取り組みは。 
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松本 利秋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ビジョンを持ったまちづくり 
景山町長の２期目の任期が来年２月までとなっておりま

すので、最初にお聞きしたいのが、引き続き町政を担当さ

れる意欲をお持ちか、お聞かせください。 
  町政担当、３期目の出馬について、９月議会で同僚議員

の質問に対し、熟慮中との発言がございました。 
出馬されるのかどうかお聞きします。 

 
＊集落の活性化について 
今、直面している集落の高齢化と過疎化に向けた施策に

ついて、前回（９月議会）に引き続きお聞きします。 
高齢化の進む集落に出て住民の方と話をしてみると、問

題、困りごとがあれば役場に相談に出なさい、との悠長な

ことをいっている場合ではない深刻さを感じます。 
そこで、職員が積極的に集落に出向いて、元気づくりと

活性化の助言をする仕組みを構築する必要があると考えま

す。 
これには、国の交付税措置もあります。 

 
人口減少と高齢化の進行は深刻であり、総務省は集落支

援員制度（集落支援員一人当たり３５０万円上限の特別交

付税措置）をもうけています。 
これを活用して、健康と元気づくりの助言、困りごとの

相談など行政への橋渡しをして、集落の活性化を図る職員

(嘱託)を配置すべきだと考えます。 
＜鳥取県下の専任状況＞ 
 県：５人、７市町：３６人が活躍中 
 

＊町誌(史)の発刊と文化財の活用・保存について 
 町誌(史)の発刊について、昨年の９月議会で私の質問を受

け、今年の４月から町誌(史)編さん職員を企画政策課に配置

して取り組まれています。 
しかし、編さん委員会の立ち上げもなく、動きが見えま

せん。 
 どのように進められているのでしょうか。 
また、文化財の活用と保存についてお聞きします。 
 

１．一人の職員に任せるのではなく、編さん委員会を立ち

上げて取り組めば、波及効果も大きくスムーズに事が運

ぶのではないでしょうか。 
 ・町誌(史)は、今後のまちづくりの礎をつくるもの 
 ・編さん(作製)委員会は、町民参加のまちづくりに繋がる 
 ・町が誇れるものが見えてくる 

・歴史の記録 
 

 



 
 
 

 

２．町誌(史)の編さんにあたって、資料収集も出てくること

も考えられます。また、図書館の収蔵庫も一杯の状況に

ありますので、図書館隣の空き地(私有地)を町が購入し、

収蔵庫及びギャラリーの設置はいかがなものでしょう

か。 
 
３．郷土作家の作品を良好なまま保存し後世に伝えるため、

日南町美術館で保存していただいております。 
  その代わりに複写して公民館等で、元の場所に展示。複

製はどこでも展示鑑賞できますので、もっと活用されて

はいかがなものでしょうか。 
 
４．重要文化財の仏像を安置している長楽寺。境内にある

収蔵庫で保管されていますが、寺は山奥で普段住職が留

守で、また、付近に人気もなく山を経て他に通ずる道路

があり、盗難等危険が予想される環境にあります。 
この対策を町としてどのようにされていますか。 
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小谷 博徳  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊インターネット環境について 

本町は光ファイバーによる情報通信環境でなく、携

帯電話による通信環境で、インターネットなどの情報

通信に舵を切ってきました。しかし、町民は光ファイ

バーがないとインターネットが出来ないという実態が

あります。この誤った実態を解消する責務を問う。 
 

1. ここ数年間、本町のインターネット人口の推移をど

のように分析していますか。 
 

2. 町の情報通信環境の将来的目標はどのように考え

ていますか。 
 

3. 町のインターネット環境の現状を、町民にもっと積

極的に、もっと具体的に情報提供するべきと考えま

すが町はどんな考えを持っていますか。 
 

*高齢者や交通弱者の救済について 

本町の公共交通手段は、町営バスとＪＲであります

が、高齢化率の高まりで町民ニーズより、かい離して

きました。 
その解消策の一つにタクシー助成制度が施され、交通

弱者は一様に喜んでおられます。しかし、一方で 1,000
円の壁もあります。全町 1 区を共有という考えに立て

ば、もう少し平等性という施策はとれないか。 
 
1. タクシー助成自己負担上限1,000円の施策について

どのような評価をしておられますか。 
 

2. 地域的利用度、町内から町外へ、町外から町内への

利用度の分析はなされていますか。 
 

3. 上限1,000円の自己負担額の減額は出来ないでしょ

うか。 
 

4. 全町 1 区とした平等料金は出来ないでしょうか。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐々木 求 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊根雨簡易水道について 

以前、水源探査が行われ、有力な水源が見つからず、打

ち切りとなっている。このままでは事態が動かない。 
今後のことを考えるなら、地域を変えた探査も行い、計

画的な実施を計るべきではないか。 
 

＊介護保険について 

保険制度「見直し」の内容が報道されて驚きが広がって

いる。 
 
①「要支援者」への介護給付の見直しにどう対応するのか。 
 
②「介護予防、日常生活支援総合事業」を実施するか否か

は市町村の判断としている。３年で移行すべき計画を進め

ようとしているがどのように考えるか。 
 
③特別養護老人ホームを中重度者に重点化することはどう

考えるか。 
 
④デイサービスは介護保険利用者の１/３が利用している

と言われるが、自己負担強化の中でこれまで通りの利用が

保障されるか。 
 
⑤「地域」「在宅」に無理やり移行させ、サービスを削るや

り方をどう考えるか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 


